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(1)

Love's LabouJ''s I･osL　は,今世紀に入るまで,多くの批評家により, Shakespeal･eの最

も初期の,最も未熟な作品として考えられてきた｡ Dr. Johnsonは,そのShakespeare論

で,こ作品の中にShakespeare　の天才の閃きを認めながら, ｢劣悪で　幼稚で,卑俗な箇
い

所が多い｣点を指摘しているし, WilliamHazlittも, ｢もし我々がこの作者の喜劇のどれ
2)

か一つを手放すとしたら,それはこの-篇だ｡ ｣と述べている｡

然し20世紀になり.,批評家達は, Loue's Labour's IJOStがShakespeare　の最も初期の,

最も未熟な作品でなく,その筋や性格描写,叉は文体の点で,後期の大作の萌芽が十分うか

がえることに注目している｡例えば　執筆時期に関しては, E. K.Chambersは,この作品

を1594-5年,つまり　Romeo alld JulicE, Ric/lard I, A Ml'dsum777(･7･ Nt'g/lL's Drcal71な
3)

ど,掃惰性豊かな作Lh')と大体tH]じ時期にみているし,筋の点では, H. Granville-Barkerが
4)                                              5)

その緊密な構成を,性格描写の点では, T･ M･ Parrottがその卓越性を激賞している｡

このように, Loue's L,abottr's I,ostは穀誉褒彪さまざまな作品であるが,その美しき

と魅力は,劇全体にみなぎる絢欄たる吉葉の交響曲にある｡この('I='L与L'-の′l:_命が,筋や性格描
6)

写より言葉にかかっている点は, B. Ⅰ･ Evansも指摘している｡

この小論では, I,oL･C's IJaboltr's I.()slの主題ともみられる言葉について考察してみたい｡

(2)

LoL'e's I,abour'J I.osiは,その作中人物を,吉葉のLで　三つのグループにわけること

ができる｡第一のグループは, Navarre二1三と二三人の廷rIi (Biron, Longaville, Dumain),

及びフランス王女-と三人の侍女(Rosalille, Maria, Katharine)の宮廷人血　肝二のブル-

プほ, Armado, Nathaniel, Holofernesという栴学者達,第三三のグループは, Costard,

Dull, Jaquenettaという凹舎者達である｡第-のグル-プほ,機如こ富む人通で,多種多

様の言葉を用い,機知のやりとりに言葉のおもしろみがある｡第二のグループは,学を衛

い,ラテン語と英語をませたり,頭韻をやたらに使う点におかしみがあり,第三のグループ

は,言葉の滑稽な誤用(malapropism)が笑いの対象となるのてある｡

以下,第一のグループから順を追って,夫々の占一基について考察を加えてみることする.

先づ,節--枯第一場,開蓉冒頭で,三人の廷臣連に述べるNavarre l:.の台.i･･]をみてみた

い｡

Let fame, that all hullt after in their lives,

Live register'd upon our brazell tOlllbs

And then grace us ill the disgl~aCe Of deatll;
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7)

Wllell, Spite of cormorant devouring Time,

The endeavour of this present breath may buy

That llOllOur Which shall bate his scythe'S keen edge

Alld make us lleirs of all eternity. (I. i. 1-7)

J. Isaacsは,劇のそもそもの始めを,このような子供っぽい長談義(boyish riglTlarOle)
8)

で始めては,平土間の客さえ鎮めることははできないと述べているが,三上のこの台詞は,語

秦,イメジャ1)-,詩のスタイルの点からも,極めて注目に値する.B. I. Evansも指摘し

ているように,この台詞には, ｢ソネット作者のリズムとイメジャ1)-が,詩の内外におど
9)

っていて｣,後に∴‡二及び三人の廷臣達がソネットで恋文を作り,その為,劇全体が興味あ

る展開を示すことを考え合せると,この数行で,己にこの劇全体の基調が打ち出されるので
10)

ある｡

IJ()L'e'S /JaboILr's I,o∫L　の魅力の一つは,又,言葉の音楽性と機知合戦(wit combat)に

あるが,これは宮廷人Bironの次の台詞に見かこあらわれている｡

KiJlg. These be the stops that hinder study quite

And traill pur intellects to uai71 deligjlt.

Bil･oJl. Why all delights are vain; but that most vailt,

Which with Pai7t purchased doth inherit ♪ai71:

As, Pai71fully to Pore upon a book

To seek the lig/lt Of truth: while truth the while

Doth falsely blind the eyesight of his look:

Light seeking light doth light of liglLl beguile:

So, ere you find where light in darkness lies,

Your light grows dark by losing of your eyes.

(イタ1)ックは筆者)(1. i. 70-79)

ここにみられる頭韻,韻脚, lF11]じ言葉の反復等の修辞的技巧は,この台詞の音楽性に大いに

寄与するとともに,叉,これにより, Bironの在るるばかりの機知もうかがえるのである｡

M. M. Mahoodは,この台詞の中のHlightH　に言及して,この言葉は,機知に富んだ言葉

のひらめきも,それは所詮,実質のないものだ,というこの劇の中心テーマを指し示すもの
ll)

である,と述べているし, Dr･ Johnson　も, HLight seekillg light doth light of light

beguileH (1. i. 77)について, ｢この煩わしい台詞が有する意味は,単に,余り続けて読書

をすると盲になる,ということにすぎず,これ程むづかしくなく,もっと言葉数も少く言え
12)

る筈である｡ ｣と酷評している｡然し,上の一行の中の四つの　HliglltH　は,夫々`1Tlental

sight', `light of truth'了eye', `brightness of the eye'の意味で用いられ,この意味の多

様性の･一再こ,機知合戦のおかしみが味わえるのである｡ =lightH　という言葉を基調にした機

知令戦は,第五幕第二場,フランス王女の侍女　Rosaline　と, Katharine　の言葉のやりと

りに,一段と巧妙さを加えてあらわされてくる｡



Love's Labour's Losiの吉葉について

Ros.　What's your dark meaning, mouse, of this light word?

Hath.　A lig/lt COndition in a beauty dark.

Dos.　We need more lig/tl to find your meaning out･

KaLh. You'll mar the light by taking it in snuff;

Therefore I'll darkly end tlle argument.

Ros.　Look what you do, you do it still i'th'dark.

Hat/i.　You weighme not? 0, that's you care not for me.

13)

Ros.　Great reason; for 'past cure is still past care:

(イタリックは筆者) (V. ii. 19-29)
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上の台.;F･-)の"1ightH a)意味は,順に, `trivial', `wanton', `illulninatioI1 0f milld', `the

light of a candle'と多様を極めたもので,機知合戦の見-_r#な見本である｡つつましい宮廷

人として,露骨な｢浮気の｣ (wanton)という言葉をさけ,巧みに, "lightMという言葉で

にげろ　Katherilleの才知　それをうけて, ｢ああなたのおっしゃる意味を難解するには,

もっとl刈りが必要だわ｡ ｣というRosaline,更に, HlightMとHdarkMのあざやかな;=;葉の
●  ●

対照-あまりの見事さにコi女も, ｢二人とも好試合だったわ｡すぼらしい機知の打ち合い

でしたよ｡ ｣ (Ⅴ. ii. 29)と感心するのである｡

槻知合戦に巧みな宮廷人は,更に,奇想(conceit)にIti･;んでいる｡中でも抜きんててい7J

のは, Birollである｡第二幕第一場の彼の台詞をみてみたい｡

A woman, that is like a Germall Clock,

Still a-repairing, ever out of frame,

And never golng aright, beillg a Watch,

But being watch'd that it may still go right!　　　　(ⅠIl. i. 192-195)

恋人をHGerman clockMにたとえる奇想は言うに及ぼgil, "watch"に川樟卜｣と｢見張

る｣の意味をもたせ, ｢時計のくせに,見張っていないと,少しも役に立たない,ドイツ製

の時計みたいな女｣という表現は,この劇のおもしろみをいやが上にも感じさせてくれる｡

C. F･ E･ Spurgeo1-は, I/ove's L･aboul's L,oslの中にある164のイメージのうち,本当
14)

に詩的なものは僅か11しか数えず,他はすべて,不自然で持って回ったイメージである,と

言っている｡然し,例えば, 1二の"German clockH　でみたように,その小目然で持って回
15)

ったイメージが,かえってこの劇では効果を収めることになっている.

ここで,機知合戦にはつきものの, ｢酒渚に｣ (pun)ついても考えてみたい｡ H.H.
16)

Furnessは,この劇に250を下らぬ酒渚がある事を指摘しているが, IJOL･e's Labour's I,osl

は,さながら酒務で構成されているような感じがする｡酒渚は,必ずしも宮廷人適のグルー
17)

プのみに限られていないが,その数は,機知に富んだ宮廷人の言葉のやりとりに,比倒的に

多くみられる｡ Dr. JollnSOnは,酒落ほ｢本来貧弱な,不毛な性質のものであるにもかかわ

らず,彼(シェイクスピア)にとっては,理性や穏当さや真実さを犠牲にしても,酒落さえ

i=jLえればよいという程大きな魅力をもっていた｡三約1',溝落は,彼がその為にL!L･卯を失い,
18)

父,失うことを惜しまなかった彼のクレバトラだった｡ ｣と酷評しているが,この劇におい



36

ては,酒落が劇の;Tj:困気をかもしだすのに,極めて重要な役割を果している｡

一例として,第二某第一場, Biro11と　Rosalineの対話をとりあげてみる｡

ハU･ハU･ハU･〃
川･,‥川･,:･川･,;　川･,:　川･,I ･川･}　川

～/　　り　･/　　バリ　･′　　日､･ー　　り　･/　　り　･′　　り　･/

β　CE　β　Qj　β　Qj　β　尺　β　β　β　ガ　β Lady, I will colllmelld you to mine own lleart.

Pray you, do my commendations; I would be glad to see it･

I would you heard it groan.

Is the fool sick?

Sick at the heart.

Alack, let it blood.

Wotlld that do it good?
I

My pllySIC Says 〈ay ･

Will you prick't with your eye?

No point, with my kllife.

Now, God save thy life･

Alld yours frolll long livillg!

I ca11110t Stay tllallksgivi11g･ (Il. i. 1とうO-192)

この対話は,溝落- "ayMに対して,同音jrli･義語のHeye"を川いたり, =Myeye is

bluntH.の意味で=No pointM･とJJLげる酒落-を含み,息もつかせず畳みかけられ,最後

に脚韻をもつ対句で終り,美しい流動感をかもしだしている｡ Dover Wilso1-は,この劇に
19)

おいては,脚韻もHpart of tile WitMであると述べているが,機知と澗落が柏侯って,言

葉によるすぼらしい構成美を作りあげている｡

泣後に,この劇における,台話･･')のレト1)ックの朕11,日について考えてみたいo Shakespeare

は,いくつかの作晶において,屡々三段論法を筋の展開のために用いているが, Loue's

L,aboltr's I,osEにおいては,それがレト1)ックの展開に極めて効果的に用いられている｡
20)

sister Mirianl Josephも,この劇における三段論法の重要性を指摘している｡ -一例とし

て,恋に悩むBironの台詞をとりあげてみる｡

Well, se thee dowl一, SOrrOW! for so

they say the fool said, and so say I, and I the fool:

Well proved, wit! By the Lord, this love is as mad as

Ajax: it kills sheep; it kills llle, I a slleep:　　　　　(ⅠⅤ･ iii･ 4-7)

二つの三段論法を川い,殆ど単音節語を塵みかけ,恋のみを語るこの台詞,恋をAjaxに

たとえる奇想,そのAjaxから羊の連想,更に臆病のシンボルである羊に仁1分をたとえる

技巧-ここに喜劇的効果が見事にあらわれている｡

以卜のように,第一のグループ,宮廷人達は,ソネット形式,機知合戦,奇想,漸落,≡

硯論法等て劇の･;TjrlH気をかもしだし, I-oue's I･abol"'s I･oslの中で,美しい言葉の交響曲

を奏でている｡
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(3)

次に,第二のグループ, Armado, Holofernes, Natllaniel　という栴学者適の言葉をみて

みたい｡第一のグループの宮廷人達が,あらゆる社会層の言葉を用い,それを棟知縦横に駆

使するのにひきかえ,このグループの連中は, ｢無学の奴から離れる｣ (V. i.86)ことを欲

し,宮廷風を装い,ラテソ語や難解な言葉,持ってJL,jった表現などを常用する｡それによ

り,かえって彼等は風刺され,この劇の喜劇的雰囲気がかもしだされるのである｡

先づ, Armadoの言葉からみていくことにする｡彼は,三Iiの言葉をかりれば｢頭の中で

いろいろの言葉を鋳造して,自分のくだらない言葉のひびきに,まるで,美しい音楽みたい

に,うっとりとなる男｣ (1. i. 165-168)である｡彼は多音節語を好み,生かじりの外来語,

むづかしい吉葉を盛んに用いる傾向がある｡次の台.iA.71は,彼がTJ.-あてた手紙である｡

So it is, besieged with sabel-coloured lTlelancl10ly,

I did commend the black-oppressing humour to the most

wl101esome pllySIC Of thy health-giving air; and, as I am

a gelltlemall, I)etook lllySelf to walk The time wllell. AbotlL

the sixtl1 110ur; wllell beasts lll()St graze, birds best peck,

alld melt Sit dowll tO that nourishlTlent Which is called

supper: so much for the tillle Whell. Now for tlle ground

which; wllich, I mean, I walked upon: it is ycleped thy

park. Then for tile place where; where, I ITleall, I did

encounter that obscelle alld 1110St preposterous event, that

draweth from my snowIWhite pen the ebon-coloured ink, which

here thou viewest, beholdest, surveyest, or seest.　　　　(I. i. 233-2′17)

空虚な内容を大げさな吉葉で表現する　Armado　のこの台油土,第二のグル-プの連中の言

葉の典型的な見本である｡ Hsable-coloured", Hblack10ppreSSingM, Hhealth-givingH　等,

やたらに長い形容話i･-]を乱用したり, "preposterousM　というラテン系の多音節語を似Hして

いる｡更に, ｢ごらんになる｣ (viewest)という言葉一語で止りる場合に, HbeholdestH,

HsurveyestH, HseestH　という言葉をつけたしたり,又, Hthe time when-･-･=以下では,

古典修辞学の技巧を用いている｡極めてとるにたらぬ内容を,このように古典を真似た表現

をするところに,この劇のおかしみがある｡

言葉を多用して,自分の表現を立派にみせようとする　Armado　の仰向は,次の台仙こも

みられる｡

All110inted, I implore so llluCll eXpellSe Of tlly royal

sweet breath as will utter a brace of words.　　　　　　　(V. ii. 2312.I))

｢｣二様｣と言えばすむのに,長々と占■柴をならべている｡ 1_oL,e's I.(TboLtr's I,oslの劇的効果

は,このような無意味な言葉の饗宴から生れるのである｡
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次に, Holofernesの言葉をみてみたい｡彼は,諺や,ラテン語,その他奇妙な外国語を

用いたり,同意語を畳みこんだりする｡文法家であり,学を衛っているが,愚鈍なところが

あって,これが笑いをかもしだす｡彼は, Armadoについて, ｢あの人は,議論の繊維よ

り,もっと細い言葉の糸をくりだしますからなあ｡ ｣ (V. i. 18-19)と批評しているが,こ

の言葉は,まさに彼自身にあてはまる｡

先づ,学を衛う単なる文法家にすぎない彼の一面をあらわす台詞をあげてみることにす

る｡彼は, Armadoが字の綴り方をひんまげるのに言及して,次のように述べる｡

--･, sucll raCkers of orthograplly, aS tO Speak dout,

fine, when he sl10uld say doubt; det, when he should

prollOunCe debt, -d, e, b, t, not d, e, t: he Clepetll

a calf, cauf; llalf, haulf; lleighbour vocatur nebour:

11eigh abbreviated ne. Tllis is abhominable, -which he

would call abbominable: it insinuateth llle Of insallie:

am-e iI-telligis, dolllille? to make fralltic, lullatic.　　　　(V. i. 2ト29)

この台詞であきらかなように, Holofernesは,普通一一一般の人が用いている発音を嫌悪し

て,学を解った発音を好んでいる｡例えば, Hdoubt"の発音を｢ダウヴト｣ , HdebtHを

｢デブト｣と発音している｡ここにおかしみが生れる｡叉, "clepeth a calf, caufH　という

表現では,頭韻の面白さほいうまでもなく, HclepethM　というIi-し､言葉を用いたため,一層

おかしみが高められている｡

頭韻のことをいえば,彼は,第凶慕第二場で, Nathallielに, ｢少し頭韻を使いますよ

｡その方がすらすらいきますから｡ ｣ (IV･ ii･.56)と述べ,次のようにやってのける｡

Tlle preyful prlnCeSS plerCed and prick'd

a pretty pleasillg pricket･ (ⅠV. ii. 57)

ここにみられる非常に技巧的でわざとらしい頭掛よ,宮廷人の極めて機知に富んださらりと

した頭韻とは対照的である｡ Holofernesのこの台詩には,頭韻多用に対する風刺がみられ

るが,言葉の[由白味の点から,かえってこの劇の喜劇的な雰囲気が高められている｡

Armadoが, rL.-.']意語を畳みこむことは,己にみてきたが, Holofernes　についてもtl'-j様で

ある｡一例をあげてみよう｡

The deer was, as you k110W, SallgulS, in blood; ripe

as the pollleWater, Who now llangeth like a jewel in the

ear of caelo, the sky, tile Welkin, the heavell; and anoll

falleth like a crab oll the face of terra, the SOil, the

land, the earth. (ⅠV. ii. 3-7)

ペタンチックなHoloferlleSは,同義語の反復に, "sanguis", "caelo"了`terra"などのラテ
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ソ語を用い,空虚な内容をもったいぶったものにみせ,この喜劇独白の世界をきづきあげて

いる｡

最後に, Natha11ielについてみてみたい｡ Nathaniel　も言葉を弄ぶ人間であるが,学を
24)

ひけらかすあまり,ラテン語の規則を破った表現をする｡他の二人と同じく,同意語を･il,'･.ち
25)

こむこともする｡彼は一つの表現だけでは満足せず,知っている限りの気取った言葉を用い

ようとする｡

第五蘇第一場,彼がHolofernesの演説を批評した台詞をとりあげてみよう｡

Your reasons at dinner have been sharp and sententious:

pleasant witllOut SCurrity, witty without affection,

audacious without impudeIICy, learned without opilli(川,

atld strange without heresy. (V. i. 2-lr))

この台話如こは,対照法や頭韻を用いて美辞麗句を連ねたNathanielの文体に対する風刺

が,歴然とうかがえる｡と同時に,この文体が,栴学者HoloferlleSを批評するのに川いら

れていることが,一一･屑,この劇のおかしみを増すのである｡

以上考察を加えてきたように,第二のグループは,ラテソ語やラテン系の英紙　頭韻,莱

辞麗句等をひんぽんに用い,とるにたらぬ内容を,大げさな言葉で表現しているが,そのた

め,かえって,このl帥こ笑い,,JLJ'トム出し, ,仲川の世り[を作りあげていく什〔あくて,o G. (;oldoll
2L')

は, ｢喜劇は,よく仕組まれた冗談である｡ ｣と述べているが,喜劇の-rh1-は,父, ul･.の

ようなよく仕組まれた言葉の!.?･TJ.碇にもある,と言いうるであろF)｡

(4)

第三のグル-プはu舎者達で,万言をしゃべり,平lPJな言葉を川いる｡然し,彼等は,卯,

一,第二のグループの人達の影響を言葉の.上でうけ,言葉の滑稽な間違い(malapropism)

をする｡ここに喜劇的効果が生み出される｡

Jacquenettaは,最も口数の少い女で,言葉の面でとりあげるべきものがない｡

costardは田舎者であるが,機如こ富んでいる｡然し,無学であるため, ,i薬の卜で奇妙

な間違いをおかし,そこにおかしみが生れる｡

先づ,第一幕第一助,警保官Dullに捕えられたCostardが, L-.の前で佃'子を説l刈する

台詞をみてみることにする｡

Ill mallner and form followillg, Sir; all tl10Se three:

I was seell Witll her in the llla110r｣10uSe, Sittil唱

Witll lュer upOll tlle forlll, alld takell followillg lュer

illtO the park; whicll, put together, is in manller

and form following. Now, sin, for the manner - it

is the manner of a mall tO Speak to a woman. For

the fomr-in some form. (L i. 207-213)
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この台詞において, Hmanner", "forlTl", "followingHという言葉を自由に駆使するCostard

の機知のひらめきは,第一のグル-プのBironに劣らない程である｡然し,彼は無学のた

め,公文書で用いられる走った言い方1m manner alld form followingMの意味を少しも

理解せずに用いている｡ HmannerM　を,発音が同じの　Hmanor"の意仁, Hform"杏

Hbench…の意に, Hfollowing"をHcourtingHの意にとっている｡その結果,日常茶飯事の

内容が,勿体ぶった法律用語で語られることになり,そこに笑いが生じるのである｡

又,第三幕第一場におけるCostardの次の台詞をみてみよう｡

Now will I look to his remuneration. Remuneratio11!

0! that's the Latin word for three farthillgS; thl･ee

farthings, remuneration. `What's the prlCe Of this

inkle?'`011e penny'. `No. Ⅰ'll give you a rellluneration:'

why, it carries it. Relllulleration! wlly, it is a fairer

name than French crown. I will never buy and sell

out of this word. (ⅠH. i, 13ト142)

これは, Jaquellettaに手紙を渡す報酬として, Costardが, Armadoからお金を受けとっ

た時の台詞である｡ Armadoは,彼に, ｢これが報酬だ｡ ｣ (This is remuneration.)と言

ってお金を渡すが,無学の　Costard　には, =remuneration…　というラテン語からきた言葉

がわからない｡彼はHremuneration"を｢三ファージソク｣の意味に誤解し,しかもこの

気取った言葉を繰りかえし用いることにより,この場面に笑いをひきだしている｡ Sister

Miriam Josephは,ラテン語から新しい言葉を作り出すことは,修辞学におけるHviceHで
27)

あり, Shakespeareはそれによって, Hinkhornism"を風刺していると述べているが,この

台詞は,第-のグル-プの宮廷人の言葉遣いによって,田舎の単純素朴さが毒されていく

のを,風刺していると考えてもいいだろう｡

伝統的な,のろまのタイプである警保官のDullは,その名の如くのろまである｡

Nathanielの言葉をかりれば, ｢鈍範な部分だけに感覚が働く動物にすぎない｣ (ⅠV. ii. 27-

28)男である｡彼は無学のため,冗語を用いたり,屡々滑稽な言葉の間違いをする｡例え

ば,第一幕第一場,逮捕したcostardをつれて登場するDullは, Navarre土に次のよ

うに言う｡

I myself reJ)re/leild his own person, for

l am his grace's tharborough: but l would

see his own person in flesh a)ld blood.

(イタリックは筆者) (1. i. 184-186)

Hhis own　personH　ですむところを, =flesh and bloodH　と余計な言葉を使ったり,

=represent" (代表する)のつもりで, Hreprehend" (とがめる)と言葉を間違え,そのた

め, ｢三巨をとがめ!,JというIrrJL稽な意味になってしまr)o叉,第四茄第二場, HoloferlleSが,

Hhaudo credo (私は信ずることができない) (ⅠV. ii. ll)と言うojを胤いて, "credo"の
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HdoH　という音から,その言葉をHdoe" (雌鹿)の一種の意味にとったりする｡更にすぐれ

た例は,次の対話にみられる｡

IIol.　The moon was a month old when Adam was no more,

And raught not to five weeks when he came to five-score.

The allusion holds in the exchange.

Dull. `Tis true indeed; the colllLSio柁holds in the exchange

Hol.　God comfort thy capacity日say, the allusion holds in the exchange.

Dltll.　And I say, the Pollusio71 holds in the exchange;

(イタリックは筆者) (ⅠⅤ. ii.40-46)

Dullは, Holofernesのラテン系の=allusionM (風愉)というむづかしい吉葉が理解できな

いし,叉, "in the exchange" (交換しても)のHexcllangeMを, ｢取引所｣の意味にとっ

てしまう｡そのため, Holofernesの気取った表現が, ｢あやしげなこと(collusion)が,

取引所で通用する｡ ｣ , ｢けがらわしいことが(pollusion),取引所で通用する｡ ｣という極

めて次元の低い表現におきかえられ,ここに笑いがかもしだされる｡更に,この台詞が,響

保官たるDullによってのべられるため,一層おかしみが生みだされることも,注uしてよ

いであろう｡

上述のように,第三のグル-プの言葉の特徴は,それを使う連中が無学のため,相手の言

葉の意味を全然理解せずに真似て使うか,滑稽なはきちがいをする点にあるが,ここから笑

いや風刺が生れ,喜劇の世界がくりひろげられるのである｡

(5)

以上考察を加えたように, I-oue's I-aboLEr's Lostは言葉の饗宴の｣･_になりたつ喜劇であ

る｡機知を弄する宮廷人　大げさな言葉を使う輯学者,滑稽な言葉の間違いをくりか-す旧

合着-この連中が,言葉を縦横に駆使してこの劇は展開する｡然し,彼等が極端に言葉を

もてあそぶことが,かえってその内容を空虚なものにして,それが到るところで風刺されて

いる｡

例えば宮廷人についていえば　フランス_l三女は, Navarre王の恋文について,次のよう

に述べている｡

as much love in rhyme

As would be cramm'd up Ill a Sheet of paper,

Writ o'both sides the leaf, margent and all,

Tllat lュe Was fain to seal oll Cupid's llame. (V. ii. 6-9)

Rosaline　も, Biron　の恋文について, ｢もし詩の内容も本当だとすれば,私はこの世で一

番美しい女神ということになりますわ｡ ｣ (V. ii.3lI)-:i6)とJ~っているL, Mariaも,

Longavilleの手紙を, ｢半マイルだけ長すぎるわ｡ ｣ (V. ii. 54)と皮肉っている｡
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栴学者や田舎者の言葉が,宮廷人にもまして風刺されているのは, I･.にみてきた通りであ

る｡

この空虚な言兼の実体に,最初にきづくのが　Biron　である｡それは,第四幕第二場,フ

ランス王女の一行に,正体を見破られた時の彼の台詞にみられる:

0, never will trust to speeches penn'd

Nor to the motion of a school-boy,s tollgue,

Nor never come in vizard to my friend,

Nor woo in rhyme, like a blind harper's sollg.

Taffeta phrases, Siclken terms precise,

Three-piled hyperboles, spruce

Figures pedantica1--

Henceforth my wooing mind shall be express'd

ln russet yeas and honest kersey noes. (V. ii. 402-413)

これは如こ,節五弟第二場で, ･段とはっきりする｡父の死の知らせをうけたフランス~L.女

が帰国しようとするのを, Navarre :Lがとめようとするが,工の言葉があまりにも比晩に
28)

みちているので,フランスL:r.-//には理解できない｡その言葉をriHいたBironは,すかさ

すl･悲しみU) lr･には率直左∴葉(holleSt I-lこIi= "′or(ls) //L, ･市`lこく人(,もJ)1_Jすo II

(V. ii. 763)とた;う｡これこそ.肝--･,第二,第二二のクル-プの人通の心を代弁したもので

はなかろうか｡
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